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削
る
、
詰
め
る
、
整
え
る

　

〜
保
存
修
復
治
療
の
基
礎
知
識
〜

宮
地　

秀
彦
氏（
宮
地
歯
科
医
院
（
京
都
府
長
岡
京
市
）
開
業
、　

大
阪
歯
科
大
学
歯
科
保
存
学
講
座　

非
常
勤
講
師

）

９
月
度
生
涯
研
修　

抄
録

協会行事案内参加ご希望の方は、必ず事前にお申し込み下
さい。Ｍ＆Ｄホールは保険医会館東隣りです。

お申し込みは右のQRコードから
協会行事予定をご確認ください

専門家による
無料相談

法 

律 

相 

談
　

９
月
１
日（
月
）
14
時
〜
16
時（
30
分
枠
）

税 

務 

相 

談
　

９
月
17
日（
水
）
14
時
〜
17
時（
１
時
間
枠
）

雇 

用 

相 

談
　

９
月
18
日（
木
）
14
時
〜
16
時（
30
分
枠
）

シ
ス
テ
ム
相
談　

第
３
土
曜
日　

14
時
〜
17
時（
１
時
間
枠
）

※ 

会
場
は
保
険
医
会
館
。
１
週
間
前
ま
で
に
要
申
し
込
み

日
時　

９
月
14
日
（
日
）
午
前
10
時
〜
午
後
１
時

会
場　

Ｍ
＆

Ｄ
ホ
ー
ル

講
師　

 

宮
地
秀
彦
氏
（
長
岡
京
市
開
業　

宮
地
歯
科
医
院　

大
阪
歯
科
大
学
歯
科
保
存
学
講
座
非
常
勤
講
師
）

会
費　

３
千
円　
　

定
員　

80
人

保
育
有
り（
10
日
前
ま
で
に
要
予
約
。ま
ず
は
お
電
話
下
さ
い
）

削
る
、
詰
め
る
、
整
え
る
〜
保
存
修
復
治
療
の
基
礎

知
識
〜

【
会
員
対
象
】
９
月
度
生
涯
研
修

日
時　

９
月
14
日
（
日
）
午
前
10
時
〜
午
後
１
時

場
所　

 

カ
タ
シ
モ
ワ
イ
ナ
リ
ー
（
集
合
は
近
鉄
大
阪
線
「
安

堂
」
駅
）

会
費　

１
組
に
つ
き
７
千
円
（
ラ
ン
チ
代
含
む
）

定
員　

12
人
（
会
員
含
め
１
医
院
２
人
ま
で
）

お
申
し
込
み
は
電
話
か
フ
ァ
ッ
ク
ス
に
て

＊
急
斜
面
の
ぶ
ど
う
畑
見
学
が
あ
る
た
め
、
暑
さ
対
策
の
う

え
、
歩
き
や
す
い
靴
で
お
越
し
く
だ
さ
い

東
大
阪
・
八
尾
・
柏
原
地
区
／
南
河
内
地
区　

文
化
企
画

カ
タ
シ
モ
ワ
イ
ナ
リ
ー　

見
学
＆
ラ
ン
チ
会

【
会
員
・
ス
タ
ッ
フ
対
象
】

日
時　

９
月
７
日
（
日
）
午
前
９
時
30
分
〜
12
時
30
分

会
場　

Ｍ
＆

Ｄ
ホ
ー
ル

講
師　

臨
床
学
術
部
講
師
団

会
費　

５
千
円　
　

定
員　

15
人

『
正
確
な
シ
ャ
ー
プ
ニ
ン
グ　

安
全
な
ス
ケ
ー
ラ
ー
操
作
』

（
定
価
４
千
７
０
円
）
を
テ
キ
ス
ト
と
し
て
使
用
し
ま
す
の

で
、
院
所
で
一
冊
ご
購
入
を
検
討
く
だ
さ
い
。

チ
ェ
ア
サ
イ
ド
講
習
会
「
シ
ャ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
ミ
ナ
ー
」

【
ス
タ
ッ
フ
対
象
】

日
時　

８
月
31
日
（
日
）
午
前
10
時
30
分
〜
12
時
30
分

会
場　

Ｍ
＆

Ｄ
ホ
ー
ル

講
師　

 

山
本
匡
人
税
理
士
（
医
業
税
理
士
団
）
、
医
科
保
険

医
協
会
事
務
局

会
費　

無
料　
　

定
員　

40
人

備
考　

 

内
容
①
相
続
の
基
礎
か
ら
諸
準
備
、
事
例
紹
介
②
閉

院
・
継
承
の
注
意
点

開
業
医
の
終
活
セ
ミ
ナ
ー

【
会
員
・
家
族
対
象
】

日
時　

８
月
30
日
（
土
）
午
後
３
時
45
分
〜
５
時
30
分

会
場　

保
険
医
協
同
組
合
会
館
３
階

　
　
　

（
Ｍ
＆

Ｄ
ホ
ー
ル
の
建
物
）

講
師　

社
保
研
究
部
講
師
団

会
費　

千
円　
　

定
員　

30
人

持
参
物
『
カ
ル
テ
記
載
を
中
心
と
し
た
指
導
対
策
テ
キ
ス
ト

２
０
２
５
年
３
月
版
』（
３
千
円
）

新
規
個
別
指
導
対
策
講
習
会
〜
最
新
情
報
と
基
礎
を

固
め
る

【
会
員
対
象
】

　

近
年
、
歯
科
医
療
に
お
け

る
保
存
修
復
治
療
は
、
単
に

う
蝕
を
除
去
し
窩
洞
を
埋
め

る
の
み
な
ら
ず
、
歯
質
の
保

存
を
最
大
限
に
考
慮
し
た
接

着
修
復
へ
と
大
き
く
変
貌
を

遂
げ
て
い
る
。
そ
の
高
い
臨

床
成
績
と
審
美
性
か
ら
、
現

代
歯
科
医
療
に
お
い
て
不
可

欠
な
治
療
法
と
な
り
、
患
者

の
Ｑ
Ｏ
Ｌ
向
上
に
大
き
く
貢

献
し
て
い
る
。
だ
が
そ
の
一

　

前
日
ま
で
大
雨
が
続
い
て

心
配
し
て
い
た
。
こ
こ
は
、

北
ア
ル
プ
ス
湯
俣
川
伊
藤
新

道
。
通
行
不
能
か
ら
40
年
振

　

「
自
国
優
先
」
を
掲
げ
る

声
が
高
ま
る
中
で
外
国
人
排

斥
や
排
他
主
義
の
風
潮
が
拡

が
っ
て
い
る
。
そ
の
背
景
に

は
「
自
分
た
ち
は
わ
り
を
喰

っ
て
い
る
」
、
「
食
い
扶
持
を

方
で
、
術
者
に
は
高
度
な
知

識
と
技
術
が
求
め
ら
れ
る
。

　

本
講
演
で
は
、
現
代
の
保

存
接
着
修
復
治
療
の
根
幹
を

な
す
基
礎
知
識
に
つ
い
て
概

説
し
た
上
で
、
歯
科
用
接
着

シ
ス
テ
ム
の
進
化
と
、
エ
ナ

メ
ル
質
お
よ
び
象
牙
質
に
対

す
る
接
着
メ
カ
ニ
ズ
ム
の
詳

細
、
そ
し
て
接
着
の
成
否
を

左
右
す
る
要
因
に
つ
い
て
深

く
掘
り
下
げ
た
い
。

り
の
２
０
２
３
年
８
月
再
開

通
し
た
が
、
新
た
な
３
本
の

吊
り
橋
は
自
然
の
猛
威
で
既

に
破
壊
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ

は
、
上
流
か
ら
石
が
流
れ
、

ゴ
ル
ジ
ュ
の
岩
が
崩
れ
、
硫

黄
ガ
ス
が
吹
き
、
黒
い
温
泉

が
沸
く
、
破
壊
と
再
生
を
繰

り
返
す
動
的
平
衡
な
生
物
巨

大
ワ
ー
ム
の
入
口
。
そ
し

て
、
口
か
ら
臓
器
に
入
る
の

は
昭
和
レ
ト
ロ
な
「
冒
険
」

の
ド
キ
ド
キ
（
あ
の
関
西
万

博
の
大
き
く
て
丸
い
硬
質
リ

ン
グ
ワ
ー
ム
に
入
る
の
は
期

間
限
定
令
和
の
「
冒
険
」
ド

キ
ド
キ
）
。

　

今
回
の
冒
険
は
湯
俣
川
の

遡
上
下
見
調
査
の
２
回
目
。

現
地
の
情
報
収
集
か
ら
始
め

て
３
年
計
画
で
の
踏
破
を
目

標
に
、
じ
わ
り
じ
わ
り
と
徒

進
む
。
戦
後
の
一
時
期
こ
こ

は
観
光
地
化
さ
れ
た
が
、
巨

大
ワ
ー
ム
が
破
壊
し
つ
く
し

取
ら
れ
て
い
る
」
と
い
う
よ

う
な
認
識
が
あ
る
。
し
か
し

海
外
の
富
裕
層
が
目
立
つ
の

は
、
日
本
の
経
済
の
低
成
長

「
失
わ
れ
た
30
年
」
の
裏
返

し
で
も
あ
り
、
政
権
与
党
に

大
口
献
金
し
て
い
る
輸
出
関

連
企
業
が
有
利
な
円
安
基
調

を
長
年
続
け
て
い
る
こ
と
も

大
き
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う

か
。
ま
た
日
本
人
の
雇
用
不

安
は
、
政
府
が
派
遣
業
法
を

改
悪
し
て
企
業
側
が
簡
単
に

解
雇
で
き
る
職
種
を
拡
大
し

た
こ
と
に
根
源
が
あ
る
。

　

当
時
の
政
府
の
中
枢
に
誰

が
い
た
か
を
思
い
出
し
て
欲

し
い
。
人
材
派
遣
企
業
は
急

速
に
業
績
を
伸
ば
し
、
非
正

規
雇
用
が
増
大
し
雇
用
不
安

が
広
が
り
、
貧
困
化
率
も
増

加
、
少
子
化
の
背
景
に
も
な

っ
て
い
る
。
日
本
に
お
け
る

社
会
問
題
の
根
源
は
国
民
の

　

特
に
、
直
接
接
着
修
復
に

用
い
ら
れ
る
コ
ン
ポ
ジ
ッ
ト

レ
ジ
ン
の
特
性
、
操
作
性
、

そ
し
て
長
期
的
な
審
美
性
の

維
持
に
お
け
る
注
意
点
を
示

し
、
光
重
合
の
原
理
や
積
層

築
盛
法
の
意
義
、
適
切
な
研

磨
方
法
の
選
択
な
ど
、
臨
床

に
お
け
る
実
践
的
な
知
識
を

紹
介
す
る
。

　

さ
ら
に
、
間
接
接
着
修
復

に
お
け
る
接
着
材
の
選
択
基

た
。
今
ま
た
破
壊
さ
れ
た
吊

り
橋
を
見
て
思
う
こ
と
は
。

こ
こ
は
黒
部
の
山
賊
が
棲
舞

う
渓
谷
!!　

　

講
談
風
に
孫
に
聴
か
せ

る
。

※
伊
藤
新
道
と
は
、
日
本
百

政
治
や
経
済
へ
の
無
関
心
や

無
知
に
よ
る
も
の
が
多
く
他

人
（
外
国
人
）
の
せ
い
に
し

て
は
い
け
な
い
。
外
国
人
と

い
う
目
の
前
の
わ
か
り
や
す

い
敵
を
つ
く
り
、
失
政
に
よ

る
国
民
の
不
遇
を
責
任
転
嫁

す
る
の
は
ポ
ピ
ュ
リ
ズ
ム
政

治
の
常
套
手
段
で
あ
り
、
独

裁
者
の
人
心
掌
握
術
と
も
言

え
る
。「
自
国
優
先
」
と
言

っ
て
何
が
悪
い
と
思
う
人
も

い
る
だ
ろ
う
。
誰
し
も
愛
国

心
は
あ
る
し
自
国
の
国
益
を

望
む
こ
と
は
当
た
り
前
で
あ

る
。
し
か
し
、
違
い
を
認
め

ず
短
絡
的
に
異
文
化
を
否
定

し
、
差
別
す
る
こ
と
が
国
益

に
つ
な
が
る
と
は
思
え
な

い
。

　

今
は
、
外
国
人
を
バ
ッ
シ

ン
グ
す
る
言
説
が
Ｓ
Ｎ
Ｓ
上

で
も
拡
散
さ
れ
て
い
る
が
、

排
他
主
義
の
矛
先
は
高
齢

者
、
性
的
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ

や
、
障
が
い
者
、
生
活
保
護

者
な
ど
い
く
ら
で
も
変
わ

る
。
そ
し
て
排
他
主
義
が
戦

争
を
引
き
起
こ
す
土
壌
を
つ

く
っ
て
い
っ
た
こ
と
は
歴
史

上
の
事
実
で
あ
る
。
過
去
の

負
の
歴
史
に
も
正
面
か
ら
向

き
合
い
過
ち
を
繰
り
返
さ
な

い
努
力
を
し
続
け
る
こ
と
で

世
界
か
ら
尊
敬
さ
れ
る
存
在

に
な
っ
て
こ
そ
日
本
人
の
誇

り
を
持
て
る
の
で
は
な
い
だ

ろ
う
か
。

　

日
本
人
は
外
国
人
に
寛
容

な
民
族
で
あ
り
た
い
と
願

う
。
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
や
社
会

的
弱
者
に
優
し
い
国
で
あ
り

た
い
と
も
思
う
。
８
月
、
日

本
は
敗
戦
・
被
爆
80
年
を
迎

え
た
。
排
外
的
な
言
説
に
左

右
さ
れ
る
こ
と
な
く
、
歴
史

の
教
訓
に
改
め
て
学
ぶ
必
要

が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。

準
、
窩
洞
形
成
の
原
則
、
そ

し
て
精
密
な
印
象
採
得
か
ら

最
終
的
な
装
着
に
至
る
ま
で

の
各
ス
テ
ッ
プ
に
お
い
て
、

接
着
の
確
実
性
を
高
め
る
た

め
の
ポ
イ
ン
ト
を
解
説
し
た

い
と
考
え
て
い
る
。

　

今
回
の
内
容
が
臨
床
に
携

わ
る
歯
科
医
師
た
ち
に
と
っ

て
、
日
々
の
臨
床
に
お
け
る

一
助
と
な
れ
ば
幸
い
で
あ

る
。

北ア伊藤新道で「冒険」
菅江　慶二（大阪市淀川区）

排
他
主
義
の
行
き
着
く
先

永
田　

篤
（
茨
木
市
）

談
話
室　

だ
ん
わ
室

談
話
室　

だ
ん
わ
室

分科会・ポスターセッション演題募集要項
①外来診療の工夫、②在宅医療と介護、③その他（自由テーマ）として分科会
発表かポスター発表とします。
発　表　１演題につき20分（発表15分、質疑５分）
締切り　９月29日（月）（抄録原稿は10月14日まで）  

演題発表者は、会員または会員との共同研究者、スタッフ等による共同研究の発表
も受け付けます。審査などはしませんが、内容が営業活動に通じると実行委員会が
判断したものは受け付けられません。発表形式など詳細はTEL：06-6568-7731まで

第10回日常診療経験交流会開催要綱
口内・腸内細菌の意外なお仕事～健康長寿への道～

【午前９時30分～　開場】
【午前10時～　分科会】①外来診療の工夫　②在宅医療と介護
　　　　　　　　　　 ③その他（自由テーマ） ④ポスターセッション
【午後１時30分～　記念講演】
講　師　関西医科大学糖尿病科診療教授　入江潤一郎 氏
　　　　大阪医科薬科大学口腔外科教授　植野  　高章 氏

日時 11月30日（日）　　   午前10時～午後４時15分（予定）
会場  グランキューブ大阪（北区中之島５丁目３-51）

名
山
の
一
つ
で
あ
る
鷲
羽
岳

の
南
斜
面
と
湯
俣
川
を
結
ぶ

登
山
道
で
、
北
ア
ル
プ
ス
の

ど
真
ん
中
に
あ
る
上
級
者
向

け
の
ル
ー
ト
。「
最
後
の
秘

境
」
と
も
称
さ
れ
る
日
本
一

高
い
溶
岩
台
地
・
雲
ノ
平
へ

導
く
目
的
で
開
か
れ
た
。
荒

廃
が
進
み
廃
道
状
態
に
な
っ

て
い
た
が
、
伊
藤
新
道
復
活

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
よ
っ
て
約

40
年
ぶ
り
に
再
開
通
し
た
。


